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平成 27 年 12 月 27 日 

石上麻呂と石上郷（長船町磯上） 

先史古代研究会 丸谷憲二 

 

1 はじめに 

『長船町史 通史編』が出版されたのは平成 13 年である。長船と牛窓の首長墳に、亀田

修一氏（岡山理科大学）は、吉備海部直一族を紹介し、「そして名前はわからないが、別グ

ループの豪族層がいたことを示していると考えておきたい。」と報告している。しかし、そ

の後、歴史学による研究報告はない。石上郷について地名学により報告する。 

 

2 石上郷 

『和名類聚抄』の伊曽乃加美は、山城国山邉郡と備前国邑久郡のみである。『和名類聚抄』

（わみょうるいじゅしょう）は、平安時代中期（931 年～938 年）、勤子内親王の求めに応

じて源順（みなもとのしたごう）が編纂した辞書である。938 年には石上郷は成立してい

た。 

 

2.1 現在の「いそがみ」地名 

 福島県南会津郡下郷町磯上 

 茨城県大子町町付磯神 

 茨城県美和村常陸大沢磯上沢 

 栃木県黒羽町伊玉野磯上 

 岡山県瀬戸内市長船町磯上 

 兵庫県神戸市中央区磯上通 

 奈良県天理市石上町（いそのかみ） 

 

3 地名学による石上郷 

柳田國男氏の民俗学では、「地名が先説である。石上に住んでいたから石上氏」である。 

古代史には重要な石上氏が 3 人いる。 

 

3.1 石上皇子と石上部皇子 

石上皇子（みこ。542 年?～没年?）の記録が『先代旧事本紀』 巻九 帝室本紀 欽明

天皇にある。母は宣化天皇皇女の稚綾姫皇女（わかやひめのひめみこ）である。 
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3.1 石上麻呂 

石上麻呂（640～717 年）の旧氏姓は物部連、のち物部朝臣、石上朝臣。衛部大華上物部

宇麻乃の子で乙麻呂の父。宅嗣の祖父。官位は正二位・左大臣、贈従一位。 

壬申の乱で大友皇子（弘文天皇）の側につき敗戦。赦されて 676 年遣新羅大使となり翌

年帰国。その後法官、筑紫総領になった。701 年に大納言となり政治の中枢に携わり、右

大臣、左大臣に任じられた。717 年に死去するまでの数年間は太政官の最高位者であった。 

『竹取物語』で、かぐや姫に求婚する 5 人の貴族の一人「石上まろたり」のモデルとし

て知られている。 

物部麻呂から石上麻呂への改姓は、天武天皇 13 年（684 年）に朝臣の新姓を賜り、氏の

名を物部氏の居住地である石上郷に因み「石上朝臣」と改称した。天武 13 年（684 年）11

月から朱雀元年 9 月までの間の改称である。 

 

3.1 石上内親王 

石上内親王（?～846 年）が、『類聚国史 巻七十八 賞賜』に記録されている。平城(へ

いぜい)天皇の皇女である。大同 5 年（810 年）の記録である。 

 

「近江,播磨,備前の穀 800 斛(こく)を賜る。斛とは量器の総称である。現在までの調査

で備前との関係を確認できたのは石上内親王のみである。内親王とは皇族女子称号である。 

 『類聚国史』は編年体である六国史の記載を中国の類書にならい分類再編集したもので、

菅原道真の編纂により、892 年に完成・成立した歴史書である。 

 

4 石上坐布御魂神社と石上神宮 

 造石上神宮が『類聚国史巻三十四 帝王十四 天皇不豫』に記録されている。石川朝臣

吉備人に注目した。天武紀八年三月九日条の「吉備太宰石川王」と考える。 
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石上の由来は，岩座の上に坐布御魂を奉斎したことから磐上と呼ばれ、それが石上と称さ

れるようになったとの説がある。 

 

5 まとめ 

物部守屋（?～587 年）の時の崇・廃仏闘争により物部一族は滅亡した。しかし、物部一

族は石上氏として存続する道をたどった。石上麻呂（640～717 年）は物部氏の居住地であ

る石上郷に因み「石上朝臣」と改称した。 

 『続日本紀 巻五 元明天皇』の和銅三年（710 年）秋七月丙辰に「左大臣舎人正八位

下牟佐村主相撲･瓜｡」との記録がある｡左大臣舍人正八位下牟佐村主相摸とは、吉備国の牟

佐の住人と読むべきである。左大臣舍人とは、石上麻呂の舍人（家来）の意である。 

備前国石上郷は、石上皇子（542 年?～没年?）と石上部皇子縁の場所である。根拠は欽

明天皇の皇后の名前、石姫皇女の石を石上の地名の由来と考えたい。石上部皇子の母は蘇

我堅塩媛（きたしひめ）であり、蘇我稲目の娘である。石上麻呂が壬申の乱（672 年）で

大友皇子（弘文天皇）につき敗れたにも関わらず赦された背景である。 
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